
令和 7 年度 第３回 学校運営協議会 議事録 

 

◆２０２6 年１月２9 日（木）１５時３０分～１６時５０分   於 校長室 

 

◆出席者  運営協議会委員：森勇太 有本昌剛（ご欠席） 辰巳千佳子 山内太一 眞鍋亘 田中祐衣 

本校より：校長 教頭 事務長 両首席 

 

◆議事 

１．校長挨拶 

 

２．学校運営協議員紹介等  森会長よりご挨拶 

 

３．「R７ 学校経営計画」 進捗状況 

〈校長より〉 資料 4 枚 

学校教育自己診断結果より 

【Ⅰ】 保護者 

「いじめ対応」 低い数値 

「学校行事が子どもにとり有意義」 高い数値 

「施設設備の満足度」 低い数値 

【Ⅱ】 生徒 

「学校が楽しい」「満足度」「後輩に勧める」 高い数値 

課題「家庭学習時間」 低い数値 ⇒進路実現に向けて総量の増加が必要 

 

自己評価 

・語学研修及び修学旅行の肯定的回答○ ＊修学旅行は天候等がマイナス要因 

・進路を考える機会◎ 

・学習指導の方法や内容について教員は工夫している◎ 

・生徒保健委員会の活動○ 全国表彰 

・大学進学実績○ 集計途中であるが、前年度維持か 

・生徒の満足度◎ 

・規律指導への生徒の肯定的評価◎ 

・行事等への肯定的回答◎ 

 

４．学校教育自己診断 

〈校長より〉 

●学校教育自己診断（生徒） 

 

●学校教育自己診断（保護者） 

 

 

 



５．「R８ 学校経営計画（案）」 

〈校長より〉 

R７年度との比較 中期的目標をコンパクトにわかりやすく変更。 

１（１）の変更  

成果指標を「授業内容に興味関心を持つことができた」を削除。 「知識や技能が身についた」のみ残す。 

整数値標記に。 

２（４）を追加 南海トラフを意識 減災はできる 

３（１）イウを一緒に 

 （３）ア 公式 SNS の表現追記 イ建て替えにむけて 

１確かな学力 日々の学習習慣をつける 自習室の設置 指標は学習時間 

２豊かな感性 ア学科再編にむけて イ safety bicycle 具体的に動いていきたい 

学校行事について（語学研修・文化祭・体育祭） 

３特色づくり 

個人情報の管理について  

２）メール連絡→来年度以降 新導入の保護者連絡ツールの活用 

３）SNS フォロワー数を増やす 

   ゆめ基金募集 バナー広告校内で慎重に検討中 

   食堂の机椅子を交換 多角的利用の推進  

 

６．協議 

〈 森委員より 〉 

いじめについて子供が困っていれば真剣に対応→低い 

ネットでの炎上など社会的に話題になる事件が起こった際にどのような対応をしたか 

〈校長より〉 いじめアンケート（第３回）の実施時期と重なったため、そちらを活用。上がってきた事象に対して学年を中

心に対応 

 

〈 辰巳委員より 〉 

いじめは、中学校としても危機感。全校集会で改めて呼びかけ。「いじり」はいじめ、その線引き指導が難しい。学校のいじ

め対応に対して生徒から肯定的回答があるのは良い。 

 

〈 山内委員より 〉 

情報リテラシー教育について 

子どものスマホ保有率の増加、低年齢化  

小中高でそれぞれの発達段階に応じた教育の重要性  

〈校長より〉大阪市で起こった事案を受けての危機感。 

ネット上で起こっているいじめ事象を学校で認知することの難しさ 

 

〈 真鍋委員より 〉 

①修学旅行 インフルエンザ対応 保険適応？→後日、保険金対応  

②いじめ 高校においても重大案件が発生している現状  

顕在化させる難しさ → 子ども同士もあるが、教員と生徒との関係 

 



〈校長より〉 いじめの認知件数を上がることはアンテナを張っている証とも言える   

教員による体罰や暴言についてＲ８に教員研修を実施予定 

 

〈 森委員より 〉 

学校生活満足度高い 

進路実績は今年度見込み 

 

〈 真鍋委員より 〉 

自習室の進捗状況は？ 

〈吉澤より〉 R8 年度 開設予定 

 

〈 山内委員より 〉 

「将来の進路や生き方について考える機会がある」の数値が年々アップしていてよい 

教員志望の生徒はいるか 

〈校長より〉 本校卒業生の教員もいる 調査はしていないが、潜在的には教員を目指している生徒はいるのでは 

〈山内委員より〉 小中が近いので協力できるとよい。小学校の授業見学など。 

〈校長より〉高校段階で一度体験してみるのもよい。小・中学生の高校訪問も増えている。 

〈山内委員より〉 校門で毎朝挨拶をしている教員にあこがれている小学生も 

 

〈 森委員より 〉 

教職課程に挑戦する学生が増える 

 

〈 山内委員より 〉 

高校生の進路選択について 高校のうちに進路を決めて進学するのか、それとも大学に入って将来の進路を決めるのか。 

〈赤堀より〉調査をしたわけではないが、大学に入る時点で、将来就く職業を決めている生徒はすくないのではないか。 

 

〈 森委員より 〉 

進路選択のトレンドはあるのか 文学？文化？心理？など 

〈赤堀より〉旭高校に限らず、実学の方が人気があるのでは。いろいろな可能性が広げられる系統が人気なのではないか 

 

〈 森委員より 〉 

生徒保健委員会の活躍 

〈校長より〉他校にも旭高校の活動が波及している 

 

〈 真鍋委員より 〉 

教員の学習指導力大切  英検は大学受験で有利に働く  学校受験は有難い 

 

 

７．校長謝辞 

  

８．諸連絡（事務局） 

次回 2026 年 6 月２６日(金)を予定 


